
２
０
２
５
年
度
総
会
報
告

多
摩
都
市
構
想
研
究
会

会
長

櫻
井

巌

新
緑
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
多
摩
都
市
構
想
研
究
会
の
活
動
に
ご

理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。令

和
７
年
度
総
会
を
５
月
２
２
日
に
立
川
中
央

病
院
の
会
議
室
を
お
借
り
し
滞
り
な
く
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
昨
年
度
の
事
業
報
告
・
決
算
、
な

ら
び
に
本
年
度
の
事
業
計
画
・
予
算
案
を
承
認
い

た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。よ

う
や
く
コ
ロ
ナ
禍
の
危
機
的
状
況
を
脱
し
、

社
会
・
経
済
活
動
が
平
常
化
す
る
な
か
、
当
会
と

し
て
も
、
こ
れ
ま
で
制
約
さ
れ
て
い
た
活
動
の
さ

ら
な
る
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

当
会
は
、
本
年
度
で
設
立
か
ら
１
０
年
の
節
目

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
多
摩
地
域
の
持
続

的
発
展
を
め
ざ
し
、
交
通
、
産
業
、
自
然
環
境
な

ど
の
諸
課
題
に
つ
い
て
調
査
・
研
究
を
重
ね
て
ま

い
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
地
域
の
将
来
像
を
描

く
上
で
、
交
通
シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、

そ
し
て
自
然
環
境
の
保
全
が
極
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
を
、
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
「
西
多
摩
地
域
を
応
援
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
、
西
多
摩
地
域
展
（
仮
称
）
や
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、
さ
ら
に
宇
都
宮
市
の
交
通
シ

ス
テ
ム
の
視
察
な
ど
、
実
践
的
な
取
り
組
み
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の
蓄
積
を
土
台

に
し
つ
つ
、
よ
り
多
様
な
視
点
と
新
た
な
発
想
を

取
り
入
れ
る
た
め
、
若
手
会
員
の
参
加
を
促
進
し
、

組
織
の
一
層
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

２
０
２
５
年
５
月
２
２
日
、
多
摩
都
市
構
想
研

究
会
の
２
０
２
５
年
度
総
会
が
立
川
中
央
病
院
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
会
前
に
、
い
つ
も
会
場
を
提
供
く
だ
さ
っ
て

い
る
立
川
中
央
病
院
木
村
政
人
理
事
長
か
ら
ご
挨

拶
が
あ
り
、
立
川
・
多
摩
地
域
の
発
展
の
た
め
、

当
研
究
会
が
益
々
、
活
発
な
活
動
を
す
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
櫻
井
会
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
渋
井

副
会
長
が
議
長
に
指
名
さ
れ
議
案
審
議
に
入
り
ま

し
た
。

議
事
で
は
、
２
０
２
４
年
度
の
事
業
報
告
お
よ

び
決
算
が
承
認
さ
れ
、
あ
わ
せ
て
２
０
２
５
年
度

の
事
業
計
画
と
活
動
予
算
案
も
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
人
事
と
し
て
、
２
名
の
現
監
事
に

加
え
、
新
た
に
石
川
貴
久
氏
が
監
事
に
推
薦
提
案

さ
れ
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
は
、
「
西

多
摩
地
域
を
応
援
し
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も

と
、
西
多
摩
地
域
展
（
仮
称
）
や
地
域
振
興
を
目

的
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
が
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。

檜
原
村
や
奥
多
摩
町
で
は
、
著
し
い
人
口
減
少

に
よ
り
、
か
つ
て
一
部
の
報
道
で
消
滅
可
能
性
都

市
と
し
て
危
惧
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
例
え
ば
、
檜

原
村
は
林
業
最
盛
期
の
昭
和
２
２
年
に
、
６
千
人

が
、
現
在
１
，
９
千
人
台
と
激
減
し
て
い
ま
す
。

こ
の
西
多
摩
地
域
は
、
東
京
の
空
気
や
水
を
支

え
、
東
京
の
奥
座
敷
と
言
わ
れ
る
風
向
明
媚
な
観

光
地
で
も
あ
り
ま
す
。
永
い
歴
史
の
中
で
人
々
が

暮
ら
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
こ
の
両
町
村
で
は
若

年
層
の
定
住
促
進
や
特
産
品
の
開
発
な
ど
の
真
剣

な
取
組
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
会
は
こ
う
し
た
両

町
村
の
現
状
や
取
組
、
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
、
西

多
摩
地
域
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
公
共
交
通
の
あ
り
方
を
探
る
取

り
組
み
と
し
て
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
に
お
け
る
交

通
シ
ス
テ
ム
の
視
察
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
当
会
副
会
長
・(

公
財
）

小
笠
原
協
会
会
長
渋
井
信
和
氏
に
よ
る
『
陛
下
の

平
和
旅
」
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。(

後
日
掲
載)
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２
０
２
５
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会
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催
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れ
ま
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武
蔵
村
山
市
は
、
令
和
７
年
３
月
に
「
多
摩
都
市

モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線
ま
ち
づ
く
り
方
針
」
を
公
表
。

こ
れ
は
、
延
伸
計
画
（
上
北
台-

箱
根
ヶ
崎)

の
手

続
き
が
開
始
さ
れ
、
駅
の
整
備
予
定
位
置
な
ど
が

公
表
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
た
も
の
で
す
。

延
伸
計
画
は
、
上
北
台
か
ら
箱
根
ヶ
崎
ま
で
７

キ
ロ
、
７
駅
を
配
置
す
る
こ
と
か
ら
、
駅
間
を
計

算
す
る
と
１
．
１
７
キ
ロ
程
度
。
モ
ノ
レ
ー
ル
は

軌
道
法
に
基
づ
く
た
め
、
新
青
梅
街
道
の
拡
張
が

前
提
に
な
り
ま
す
が
、
概
ね
５
０
％
程
度
の
用
地

が
確
保
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
２
０
３
０
年

代
半
ば
の
開
業
予
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

武
蔵
村
山
市
の
人
口
は
、
近
年
減
少
傾
向(

本
年

５
月
１
日
現
在
６
９
，
４
２
８
人
）
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
問
題
研
究
所
は
、
同
市
の
人
口
が
２

０
６
０
年
度
に
は
、
５
万
６
千
人
程
度
に
な
る
と

予
想
し
て
い
ま
す
が
、
同
市
は
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延

伸
効
果
で
８
５
千
人
と
現
在
よ
り
ほ
ぼ
１
万
５
千

人
増
、
研
究
所
の
予
想
よ
り
３
万
人
増
の
目
標
を

立
て
て
い
ま
す
。

(

多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
導
入
効
果
の
一
考
察
）

当
会
の
自
主
研
究
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
済
）

と
し
て
、
１
９
９
５
年
と
２
０
２
０
年
の
モ
ノ
レ

ー
ル
沿
線
市
の
人
口
比
較
が
あ
り
ま
す
が
、
夜
間

人
口
は
、
１
．
３
９
倍
、
昼
間
人
口
も
１
．
１
４

倍
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
如
何
に
多
摩
モ
ノ
レ
ー

ル
が
人
口
増
加
に
寄
与
し
た
か
が
分
か
り
ま
す
。

(

指
針
へ
の
市
民
の
意
見
）

市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
の
上
位
三
位
は
、

①
快
適
に
移
動
で
き
る
ま
ち

②
公
共
利
便
施
設
の
集
積
に
よ
る
暮
ら
し
や
す
い

ま
ち

③
自
然
を
活
か
し
自
然
と
ふ
れ
あ
う
ま
ち

で
し
た
。

（
今
後
の
展
望
）

武
蔵
村
山
市
の
ほ
か
、
東
大
和
市
、
多
摩
市
、

町
田
市
も
「
沿
線
ま
ち
づ
く
り
構
想
」
を
策
定
し

始
め
て
い
ま
す
。

多
摩
地
域
の
交
通
の
ネ
ッ
ク
は
、
南
北
で
す
。

か
つ
て
東
京
及
び
周
辺
県
の
発
展
の
基
盤
と
な
っ

た
の
は
、
甲
武
鉄
道(

現
Ｊ
Ｒ
中
央
線
）
や
小
田
急

線
、
京
王
線
、
西
武
線
で
す
。
す
べ
て
の
路
線
が

東
西
に
走
り
、
２
３
区
へ
の
輸
送
路
で
す
。
し
か

も
、
す
べ
て
１
０
０
年
以
上
前
に
開
設
さ
れ
て
い

ま
す
。
安
価
な
荒
野
に
線
路
を
通
し
、
当
時
は
周

辺
地
域
の
開
発
収
益
を
見
込
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
多
摩
地
域
の
持
続
的
発
展
に
は
、

こ
の
地
域
の
中
を
横
断
的
に
活
性
化
し
、
４
０
０

万
を
超
え
る
市
民
の
願
う
利
便
性
や
暮
ら
し
や
す

さ
、
ふ
れ
あ
い
で
す
。
１
０
０
年
前
に
何
も
な
い

と
こ
ろ
に
敷
設
さ
れ
た
各
線
と
、
す
で
に
一
定
の

開
発
が
済
ん
だ
多
摩
の
南
北
を
繋
ぐ
路
線
と
で
は

事
情
が
異
な
り
ま
す
。
歴
史
的
視
野
を
持
ち
、
多

摩
地
域
の
持
続
的
発
展
と
、
多
摩
地
域
都
民
の
た

め
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
、
再
度
目
を
向
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
左
は
多
摩
の
全
長
９
３
㎞

に
及
ぶ
「
８
の
字
状
の
モ
ノ
レ
ー
ル
構
想
」
で
す
。

武
蔵
村
山
市
の

「
多
摩
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
沿
線

ま
ち
づ
く
り
方
針
」


